
本番さながらの防災訓練
茨城県・桜川市総合防災訓練に約3,000人参加
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８
月
29
日
雨
空
の
下
、
桜
川
市

総
合
運
動
公
園
を
メ
ー
ン
会
場

に
、
茨
城
県
と
桜
川
市
が
共
同
で

茨
城
県
・
桜
川
市
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、茨
城
県
が
毎
年
、

県
内
各
市
町
村
と
共
同
で
、
地
域

住
民
参
加
の
下
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
災
害
を
想
定
し
て
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
地
域
住
民
の
方
約

５
０
０
人
や
消
防
機
関
・
自
衛
隊
・

警
察
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
、
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
事
業
所
な
ど

１
０
８
団
体
が
協
力
し
、
総
勢
約

３
，０
０
０
人
が
参
加
。
大
雨
と

地
震
に
よ
る
大
規
模
土
砂
災
害
を

想
定
し
、
本
番
さ
な
が
ら
に
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
最
近
法
整
備
が
さ
れ

た
被
災
自
動
車
の
レ
ッ
カ
ー
移
動

や
ペ
ッ
ト
と
共
に
避
難
す
る
ペ
ッ

ト
同
行
避
難
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

39
種
目
を
実
施
。
災
害
時
の
相
互

協
力
体
制
を
強
化
し
、
参
加
者
の

防
災
に
関
す
る
理
解
と
意
識
を
高

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
飯
田
・
坂
戸
・
猿
田

小
学
校
で
は
、避
難
所
を
開
設
し
、

地
域
住
民
の
方
が
実
際
に
避
難
す

る
訓
練
が
行
わ
れ
、
災
害
時
の
避

難
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

■
災
害
想
定

　

連
日
の
大
雨
に
よ
り
、
土
砂
災

害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
桜
川

市
は
避
難
準
備
情
報
を
発
令
。
そ

の
後
、
水
戸
地
方
気
象
台
と
茨
城

県
が
土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
発

表
。
発
表
を
受
け
た
桜
川
市
長
は

避
難
勧
告
を
発
令
。
市
民
は
各
避

難
所
へ
避
難
を
開
始
し
た
。

　

避
難
の
最
中
に
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
．３
の
地
震
が
発
生
。
桜
川

市
で
は
震
度
６
弱
を
観
測
し
、
土

砂
災
害
が
発
生
し
た
。

　

市
内
各
所
で
は
家
屋
な
ど
の
倒

壊
が
発
生
し
た
ほ
か
、
車
両
の
多

重
衝
突
や
列
車
の
脱
線
な
ど
が
発

生
。多
数
の
死
傷
者
が
出
て
い
る
。

　

ま
た
、
道
路
・
鉄
道
な
ど
の
交

通
網
、
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
壊
滅
的
な
被

害
。
市
内
各
所
で
は
、
多
数
の
避

難
者
が
発
生
し
て
い
る
。

　

県
と
市
は
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
被
災
者
の
救
助
と
避
難
者

の
支
援
に
当
た
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
と
協
力
し
て
迅
速
・
的
確

な
応
急
対
策
を
実
施
す
る
。

■
主
な
訓
練
内
容

初
動
対
応
、
住
民
避
難
、
情
報
収

集
、
現
地
災
害
対
策
本
部
設
置
、

広
域
応
援
要
請
、 

避
難
所
開
設
・

運
営
・
支
援
、
救
援
・
救
護
、
人

命
救
助
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧

大規模土砂災害を想定

桜
川
市
子
ど
も
会

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

～
福
祉
・
防
災
宿
泊
体
験
～

　

８
月
29
日
～
30
日
に
桜
川
市
社

会
福
祉
協
議
会
・
桜
川
市
子
ど
も

会
育
成
連
合
会
の
主
催
で
福
祉
・

防
災
宿
泊
体
験
が
真
壁
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
開
催
さ
れ
、
27
人
が

参
加
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

市
内
中
学
生
４
人
、
高
校
生
１
人

が
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
防
災
訓
練
、
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
体
験
や
、
ド
ラ
ム
缶

風
呂
を
作
っ
て
入
浴
す
る
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
。
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
は
じ
め
は
緊

張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
慣
れ
て

く
る
と
笑
顔
で
積
極
的
に
各
種
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
２
日
目

は
、救
急
救
命
講
習
な
ど
を
行
い
、

体
験
の
記
録
を
ま
と
め
て
解
散
し

ま
し
た
。

福祉・防災宿泊体験に参加した子どもたち

関
東
・
東
北
豪
雨
で

被
災
し
た
常
総
市
に
支
援

　

市
で
は
、
９
月
９

日
～
11
日
に
か
け

て
発
生
し
た
関
東
・

東
北
豪
雨
に
よ
る

洪
水
で
被
災
し
た

常
総
市
に
、
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
茨
城
県
西
都
市
間
に
お
け
る

災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
」
に
よ
り
、
９
月
11
日
に
生
活

水
や
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
の
支
援
物

資
を
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
２
台
に
積
み

込
み
、
常
総
市
き
ぬ
総
合
公
園
の

避
難
所
に
搬
送
し
ま
し
た
。
同
日

深
夜
に
は
、
お
に
ぎ
り
１
，０
０
０

個
を
追
加
支
援
し
ま
し
た
。

　

９
月
13
日
か
ら
は
、
職
員
や
保

健
師
、
水
道
担
当
者
な
ど
の
人
的

支
援
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【�

常
総
市
へ
の
義
援
金
・
物
資
の

支
援
受
付
窓
口
開
設
】

市
役
所 

総
合
窓
口
課
（
岩
瀬
・

大
和
・
真
壁
庁
舎
」）

※ 

救
援
物
資
は
、
常
総
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
救
援
物
資
の
提
供

に
つ
い
て
）
を
確
認
の
う
え
、

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）

茨城県・ 桜川市総合防災訓練
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歳
入
は
、
市
の
財
源
と
し
て
入
っ

て
く
る
お
金
で
す
。
そ
の
決
算
額

は
１
８
５
億
３
，６
０
６
万
６
，

７
２
８
円
。
グ
ラ
フ
１
（
下
・
円

グ
ラ
フ
）
は
、
そ
の
内
訳
を
表
し

た
も
の
で
す
。

　

所
得
税
・
消
費
税
な
ど
の
国
税

の
一
部
を
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
地

方
交
付
税
が
約
33.

１
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
次
い
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
民

税
な
ど
の
市
税
が
約
24.

４
％
。

続
い
て
、
繰
越
金
が
約
11
％
。
児

童
手
当
負
担
金
、
生
活
支
援
や
公

共
施
設
改
修
な
ど
特
定
事
業
に
対

す
る
国
か
ら
支
出
さ
れ
た
国
庫
支

出
金
が
約
９.

９
％
と
な
っ
て
い

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
が
、
平
成

27
年
第
３
回
桜
川
市
議
会
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
財
政
の
中
心
、
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
が
１
８
５
億
３,

６
０
６
万
６,
７
２
８
円
、
歳
出
決
算
額
が
１
６
４
億
１,
２
２
８
万
８,

９
５
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
、
そ
の
決
算
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
８
５
億
３,
６
０
６
万

６,
７
２
８
円

歳入歳入

地方交付税（33.1％）
61 億 9,897 万 1,000 円

市税（24.4％）
45 億 1,444 万 7,812 円
市税（24.4％）
45 億 1,444 万 7,812 円

繰越金（11.0％）
20 億 4,692 万 3,576 円

国庫支出金（9.9％）
18 億 4,020 万 3,136 円

市債（6.6％）
12 億 1,819 万円

県支出金（5.3％）
9億 8,384 万 6,152 円

諸収入（2.0％）
3億 6,806 万 5,970 円

地方消費税交付金（2.6％）
4億 7,956 万 3,000 円

地方譲与税（1.4%）…2億 5,220 万 2,003 円
分担金および負担金（0.9%）…1億 6,016 万 4,700 円
使用料および手数料（0.8%）…1億 5,023 万 2,055 円
繰入金（0.5%）…9,701 万 5,341 円
財産収入（0.3%）…6,405 万 2,719 円
ゴルフ場利用税交付金（0.3%）…5,243 万 9,284 円
配当割交付金（0.2%）…2,960 万 1,000 円
自動車取得税交付金（0.2%）…2,852 万 7,000 円
株式等譲渡所得割交付金（0.1%）…1,756 万 5,000 円
地方特例交付金（0.1%）…1,680 万 3,000 円
利子割交付金（0.1%）…739 万 9,000 円
寄附金（0.1%）…600 万 6,980 円
交通安全対策特別交付金（0.1%）…384 万 8,000 円

■歳入・歳出総額
■水道事業会計決算

区　　　分 収　　　入 支　　　出

収益的事業
水道料金による収入と、水を
作ったり家庭に送ったりするた
めの維持管理などを中心とした
営業活動の収支

10億2,083万8,466円 9億8,488万1,138円

資本的事業
古くなった水道施設の改良や、
新しい施設を造るために必要な
資金の収支

2億2,061万6,000円 4億2,129万9,696円

一
般
会
計
・

�

歳
入
の
内
訳

一
般
会
計
・

�

歳
出
の
内
訳

（グラフ１）（グラフ２）

歳出歳出

諸支出金（3.5%）…5億 6,950 万 5,222 円
議会費（1.1%）…1億 8,438 万 1,523 円
商工費（1.0%）…1億 5,915 万 2,508 円
災害復旧費（0.2%）…3,656 万 5,731 円
労働費（0.1%）…119 万 3,000 円
予備費（0.0%）…0円

農林水産業費（5.4％）
8億 8,866 万 3,472 円

31.7
52 億 1,004 万 3,798
民生費（31.7％）
52 億 1,004 万 3,798 円

12.8
21 億 484 万 6,867
教育費（12.8％）
21 億 484 万 6,867 円

11.3
18 億 5,950 万 955
衛生費（11.3％）
18 億 5,950 万 955 円

10.4
17 億 809 万 8,884
総務費（10.4％）
17 億 809 万 8,884 円

9.0
14 億 6,914 万 258
公債費（9.0％）
14 億 6,914 万 258 円

7.6
12 億 4,912 万 3,832
土木費（7.6％）
12 億 4,912 万 3,832 円

消防費（5.9％）
9億 7,207 万 2,906 円
消防費（5.9％）
9億 7,207 万 2,906 円

市民一人当たりでは
使われたお金
366,624 円

納めていただいた市税
100,845 円

※�一般会計歳出をもとに、平成
２７年３月末日現在の人口
４４，７６６人で算出しました。

民生費　116,384 円

子
ど
も
・
お
年
寄
り
・

身
体
の
不
自
由
な
方

な
ど
の
た
め
に

総務費　38,156 円

戸
籍
・
庁
舎
管
理
や

選
挙
経
費
、
情
報
管

理
な
ど
に

農林水産業費　19,851 円

農
林
業
の
振
興
を
図

る
た
め
に

土木費　27,903 円

道
路
な
ど
の
建
設
・

修
繕
な
ど
に

教育費　47,019 円

学
校
施
設
の
維
持
補

修
や
生
涯
学
習
振
興

な
ど
に

公債費　32,818 円

市
の
借
入
金
の
返
済

な
ど
に

衛生費　41,538 円

ご
み
処
理
や
公
衆
衛

生
費
に

消防費　21,715 円

防
災
対
策
、
消
防
・

緊
急
救
命
活
動
な
ど

に

諸支出金・議会費 ･商工費 ･
災害復旧費・労働費　21,240 円

議
会
、
商
工
労
働
、

災
害
復
旧

な
ど
に

市民税�　44,832 円

固定資産税　46,564 円

※�一般会計歳入の市税をもとに、
平成２７年３月末日現在の人口
４４，７６６人で算出しました。

軽自動車税　1,986 円

市たばこ税　7,463 円

ま
す
。
以
下
、
市
債
、
県
支
出
金
、

地
方
消
費
税
交
付
金
、
諸
収
入
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

桜
川
市
決
算
報
告

桜
川
市
決
算
報
告

平
成

　年
度

平
成

　年
度

2626

区　　　　　分 歳　　　　入 歳　　　　出

一　般　会　計 185億 3,606 万 6,728 円 164億 1,228 万 8,956 円

特

別

会

計

国民健康保険 60億 6,472 万 1,988 円 56億 8,666 万 3,741 円

農業集落排水事業 4億 2,195 万 4,314 円 4億 540万 149円

公共下水道事業 7億 4,023 万 1,389 円 7億 2,753 万 1,127 円

介護保険 37億 8,099 万 5,186 円 35億 8,399 万 3,305 円

介護サービス事業 1,270 万 4,103 円 728万 9,895 円

後期高齢者医療 3億 5,102 万 3,159 円 3億 4,901 万 4,447 円

合　　　　　計 299億 769万 6,867 円 271億 7,218 万 1,620 円

　

歳
出
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。
そ
の
決
算

額
は
１
６
４
億
１
，２
２
８
万
８
，

９
５
６
円
。
グ
ラ
フ
２
（
下
・
円

グ
ラ
フ
）
は
、
歳
出
を
目
的
別
に

表
し
た
も
の
で
す
。

　

児
童
や
お
年
寄
り
、
身
体
の
不

自
由
な
方
な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ

た
民
生
費
が
最
も
多
く
、
次
い
で

学
校
施
設
の
耐
震
補
強
、
改
修
工

事
、
生
涯
学
習
の
振
興
な
ど
に
使

１
６
４
億
１,
２
２
８
万

８,
９
５
６
円

わ
れ
た
教
育
費
、
病
気
の
予
防
や

健
診
・
ご
み
処
理
な
ど
に
使
わ
れ

た
衛
生
費
、
続
い
て
庁
舎
管
理
や

庁
舎
内
電
算
シ
ス
テ
ム
運
用
、
デ

マ
ン
ド
交
通
運
営
、
徴
税
・
戸
籍
、

選
挙
経
費
な
ど
の
総
務
費
、
公
債

費
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4さくらがわ　2015.10.15 さくらがわ　2015.10.1



さくらがわ　2015.10.1 6さくらがわ　2015.10.17

8月5日7月25日

子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
、
丸
太
階
段
の
ク
イ
打
ち
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

協
定
書
を
交
わ
し
た
筑
波
大
学
の
大お

お

澤さ
わ

義よ
し

明あ
き

教
授
（
写
真
右
）
と
大
塚
市
長
（
写
真
左
）

小
中
学
生
の
ネ
ッ
ト
利
用
状
況
や
ト
ラ
ブ
ル

に
関
す
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
表
彰
を
受
賞
し
た
石
原
節
子
さ
ん
（
写
真

中
央
）
と
関
係
者
の
皆
さ
ん

全
国
緑
化
運
動
発
祥
地
（
真
壁
地
区
の
筑
波
山

麓
）
で
、
山
道
を
直
す
作
業
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

と
大
人
が
一
緒
に
、
丸
太
階
段
づ
く
り
や
ク
イ
打

ち
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

全
国
緑
化
運
動
は
１
９
３
４
年
に
筑
波
山
麓
で

始
ま
り
、
戦
後
は
全
国
植
樹
祭
に
引
き
継
が
れ
ま

し
た
。
発
祥
地
へ
の
山
道
が
荒
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
全
国
の
森
づ
く
り
団
体
が
集
ま
っ
て
道
を
補

修
す
る
道
普
請
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
東
京
農
業
大
学
、

毎
日
新
聞
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
の
緑
を
育
て
る

会
な
ど
主
催
、
桜
川
市
な
ど
共
催
、
茨
城
森
林
管

理
署
協
力
）
が
２
年
前
に
ス
タ
ー
ト
。
次
回
は
10

月
24
日
（
土
）
に
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

筑
波
大
学
と
桜
川
市
は
、「
桜
川
市
に
お
け
る

都
市
基
盤
施
設
の
持
続
可
能
な
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
体
制
構
築
に
関
す
る
研
究
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
大
学
と
市
が
連
携
し
て
、
市
の

イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
社
会
工
学
的

な
視
点
か
ら
、
道
路
、
橋

き
ょ
う

梁り
ょ
うな
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施

設
を
、
市
の
資
産
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
管
理
・

運
用
し
て
ゆ
く
べ
き
か
を
研
究
す
る
も
の
で
す
。

研
究
メ
ン
バ
ー
の
有あ

り

田た

智と
も

一か
ず

教
授
は
「
本
研
究

を
進
め
る
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」、
大
塚
市
長
は

「
交
流
を
深
め
、
両
者
の
発
展
に
寄
与
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
」
と
期
待
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
桜
川
市
人
権
教

育
推
進
委
員
会
な
ど
が
主
催
で
毎
年
開
催
し
て
い

る
人
権
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、「
ネ
ッ
ト
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ト
ラ
ブ
ル
の
現
状
と
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
、
青

少
年
の
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

る
筑
波
大
学
の
鈴す

ず

木き

佳か

苗な
え

准
教
授
が
講
演
。
小
中

学
生
の
ネ
ッ
ト
利
用
状
況
や
ト
ラ
ブ
ル
事
例
・
予

防
方
法
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
速
く
、
広
く
悪

化
す
る
の
で
、
早
期
の
対
応
が
重
要
」
な
ど
、
最

近
の
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、「
今
後
の
活
動
に
い
か
し
て

い
き
た
い
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

筑
西
市
で
開
催
さ
れ
た
第
30
回
茨
城
県
幼
年
少

年
婦
人
防
火
大
会
で
、
久
原
・
飯
渕
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
の
石い

し

原は
ら

節せ
つ

子こ

会
長
が
、
優
良
民
間
防
火
組
織

ク
ラ
ブ
員
と
し
て
、
県
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会

長
（
県
知
事
）
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

石
原
さ
ん
は
、平
成
６
年
に
同
ク
ラ
ブ
に
入
会
。

平
成
25
年
か
ら
は
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
積
極
的
に

ク
ラ
ブ
行
事
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
表
彰
は
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
と
民
間
防
火
組
織
の
結
成
促
進
に
貢
献
さ
れ
た

団
体
・
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
石
原
さ
ん
の

指
導
力
を
発
揮
し
た
普
及
活
動
や
、
地
域
の
火
災

予
防
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

真
壁
小
学
校
の
真
壁
ふ
る
さ
と
探
検
隊
が
、
つ

く
ば
渓
流
会
（
小こ

林ば
や
し

茂し
げ
る

会
長
）
の
協
力
の
も
と
、

筑
波
山
か
ら
流
れ
る
渓
流
で
、
水
辺
の
生
き
物
観

察
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
小
学
校
の
地
域
を
学
習
す
る
総
合

学
習
の
一
環
で
行
わ
れ
、
同
渓
流
会
が
茨
城
県
環

境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
早は

や

瀬せ

長な
が

利と
し

さ
ん
を
招
き
、
水

辺
の
生
き
物
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
周
辺
に
し
か
生
息
し
て

い
な
い
貴
重
な
ツ
ク
バ
ハ
コ
ネ
サ
ン
ン
シ
ョ
ウ
オ

ウ
を
発
見
。
体
の
大
き
さ
の
違
い
や
指
な
ど
を
観

察
し
、
爪
が
川
移
動
で
き
る
よ
う
に
カ
ギ
爪
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

大
和
道
場
（
高
久
地
区
）
の
小
学
生
チ
ー
ム
が
、

静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
第
58
回
小
学
生
・
中
学
生

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、
小
学
生
高

学
年
男
子
の
団
体
形
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

団
体
形
の
部
は
、
３
人
１
組
で
形
の
演
武
を
行

う
も
の
で
、
優
勝
し
た
の
は
、
雨
引
小
６
年
の
岩い

わ

渕ぶ
ち

凌り
ょ
うさ
ん
と
鈴す

ず

木き

伶れ
い

弥や

さ
ん
、
大
国
小
６
年
の
弓ゆ

削げ

諒り
ょ
う

兵へ
い

さ
ん
。
茨
城
県
の
予
選
大
会
を
優
勝
し
、

県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出
場
。
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

ま
た
、鈴
木
さ
ん
は
個
人
形
の
部
で
も
４
位（
敢

闘
賞
）
に
入
賞
。
３
人
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

道
路
清
掃
活
動
の
出
発
式
を
行
う
桜
川
市
未

来
ク
ラ
ブ
協
同
組
合
の
皆
さ
ん

サッカー欧州遠征で技術を磨いた浦田一樹さん

市
内
の
建
設
業
66
社
で
構
成
さ
れ
る
桜
川
市
未

来
ク
ラ
ブ
協
同
組
合
の
皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
市
内
主
要
道
路
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
活
動
は
、
道
の
日
に
合
わ
せ
て
、
筑
西
土

木
事
務
所
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
「
い
い
出
会
い 

い
い
道
か
ら
の 

贈
り
物
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
同
事
務
所
管
内
の
桜
川
・
筑
西
・

結
城
市
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

桜
川
市
で
は
、
猛
暑
の
中
、
総
勢
１
４
９
人
の

皆
さ
ん
が
20
班
に
分
か
れ
、
清
掃
活
動
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

岩
瀬
西
中
学
校
２
年
生
の
浦う

ら

田た

一か
ず

樹き

さ
ん
が
、

茨
城
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
の
Ｕ

－

14
欧
州
遠
征

に
参
加
し
ま
し
た
。

浦
田
さ
ん
は
、
５
回
に
渡
る
選
考
会
の
の
ち
、

ゴ
ー
ル
キ
ー
バ
ー
と
し
て
、遠
征
選
手
団
に
選
出
。

遠
征
で
は
、
10
日
間
で
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
タ
リ
ア
を

め
ぐ
り
、
現
地
の
プ
ロ
コ
ー
チ
に
指
導
を
受
け
た

り
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
同
世
代
チ
ー
ム
と
交
流
試

合
を
し
た
り
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
技
術
の
習
得
に
努

め
ま
し
た
。
遠
征
を
終
え
た
浦
田
さ
ん
は
、「
自

分
の
技
量
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
い
ま
し
た
。今
回
、

大
変
貴
重
な
経
験
を
あ
た
え
て
く
れ
た
両
親
に
感

謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
水
辺
の
生
き
物

に
つ
い
て
教
わ
る
子
ど
も
た
ち

空
手
全
国
大
会
で
優
勝
し
た
（
写
真
右
か
ら
）

鈴
木
伶
弥
さ
ん
、
岩
渕
凌
さ
ん
、
弓
削
諒
兵

さ
ん

8月10日 8月15日8月21日 8月7日

まちの話題 まちの話題

8月3日 8月1日・2日

真
壁
の
全
国
緑
化
運
動
発
祥
地
で
、

�

山
道
の
補
修
作
業
に
汗
流
す

筑
波
大
学
と
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
管
理
・

�

運
用
に
関
す
る
研
究
協
定
締
結

青
少
年
の
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に

�

つ
い
て
「
人
権
教
育
講
演
会
」

石
原
節
子
さ
ん
が
県
幼
少
年
婦
人

�

防
火
委
員
会
長
表
彰
を
受
賞

真
壁
ふ
る
さ
と
探
検
隊
が

�

水
辺
の
生
き
物
観
察

空
手
全
国
大
会
で

�

大
和
道
場
小
学
生
チ
ー
ム
が
優
勝

道
路
美
化
清
掃
活
動
に
市
内
建
設

�

業
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

浦
田
一
樹
さ
ん

�

サ
ッ
カ
ー
欧
州
遠
征
に
参
加
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運転免許

公
認明野自動車学校  ℡0296-52-2811
筑西市倉持 1224-2　http://www.areaguide.jp/akenods/

特典が

３つ※10〜12月末日までに入校される方が対象です。

10 月中にマイプランで入校す
ると、料金 19,000 円（税込
20,520 円）が無料に！
（マイプラン技能教習スケジュールを
作成します。予約は不要です。）

10月10日までに受付、10月1日〜31日の入校者が対象

マイプラン料金を
無料サービス！

運転免許
クレジット

この機会に
免許取得を

金
利 0％

18歳限定応援企画
期間限定特別料金

入校月 AT 車 MT 車

10・11月 255,200円
（税込275,616円）

267,800円
（税込289,224円）

12 月 259,200円
（税込279,936円）

271,800円
（税込293,544円）

時間

※祝日のある週は、水曜診察致します。

▼診察時間

9：30～12：30
12：30

9：00
〜

（受付は 12：00まで）

（受付は 18：30まで）
14：30～19：00

曜日 月 火 水 木 金 土 日

◯

◯

◯ 休

休

休

休休◯

◯

◯

◯

◯

来院前に、必ずご連絡ください。
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　市民の皆様の声を行政に反映
するために、市長とお話しして
みませんか。話題はなんでも結
構です。
　なお、市長は職務上、急な用
務が入る場合がありますので、
その場合は副市長などが対応す
ることになります。
　お手数でも事前（前日）にお
問い合わせください。
■日時／ 10 月 19 日（月）
   9 時～ 12 時・13 時～ 16 時
■場所／市役所 真壁庁舎
■�問合先／秘書広報課（☎ 58-

5111・75-3111 代表）
※ 次回／ 11 月 16 日（月）は、

市役所大和庁舎で、「市民の日」
を開催します。

市長と語ろう！
「市民の日」

募
集

「
介
護
認
定
調
査
員
」
募
集

■
募
集
人
員
／
１
名

■
任
用
期
間
／
11
月
１
日
（
日
）

～
平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）

■
勤
務
内
容
／
介
護
保
険
の
要
介

護
認
定
を
行
う
た
め
の
訪
問
調
査

な
ど

■
勤
務
条
件
／
月
～
金
曜
日
（
８

時
30
分
～
17
時
15
分
）

■
勤
務
場
所
／
介
護
保
険
課
（
岩

瀬
庁
舎
）

■
報
酬
／
日
額
９
，０
０
０
円（
通

勤
手
当
・
社
会
保
険
有
）

■
募
集
要
件
／
介
護
認
定
調
査
員

研
修
を
終
了
し
て
い
る
方
で
、
パ

ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）、
介
護
認
定
調
査
員
研
修
修

了
証
書
の
写
し
を
持
参
ま
た
は
郵

送■
申
込
期
限
／
10
月
20
日
（
火
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
介
護
保
険

課
（
〒
３
０
９-

１
２
９
２ 

桜

川
市
岩
瀬
64-

２ 

☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
８
直
通
）

健
康
福
祉

在
宅
で
要
介
護
者
を
介
護
し

て
い
る
方
に｢
家
族
介
護
慰

労
金｣

を
支
給

■
支
給
の
対
象
者
／
介
護
保
険
法

に
よ
る
要
介
護
区
分
が
要
介
護
３

以
上
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
、
ま

た
は
当
該
認
定
さ
れ
た
方
と
同
等

と
認
め
ら
れ
た
方
（
日
常
生
活
に

お
い
て
、
ほ
ぼ
全
面
的
な
介
護
が

必
要
な
方
）
と
、過
去
１
年
間
（
本

年
度
は
、
平
成
26
年
８
月
１
日
か

ら
平
成
27
年
７
月
31
日
ま
で
）
継

続
し
て
同
居
し
日
常
介
護
し
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。（
同
一
世
帯

で
要
介
護
３
以
上
の
要
介
護
者
を

２
名
以
上
介
護
し
て
い
る
場
合
で

も
、
支
給
対
象
者
は
１
名
で
す
。）

■
慰
労
金
受
給
条
件
／
次
の
条
件

を
全
て
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

・ 

要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者
が
市

税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・ 

過
去
１
年
間
に
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用

お
よ
び
医
療
機
関
へ
の
入
院
日

数
の
合
計
が
90
日
を
超
え
な
い

こ
と
。

・ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給

に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
特

別
障
害
者
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
な
い
方

・ 

桜
川
市
在
宅
障
害
児
福
祉
手
当

支
給
条
例
に
規
定
す
る
福
祉
手

当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

■
家
族
介
護
慰
労
金
の
額
／
年
額

５
万
円

■
手
続
き
／
家
族
介
護
慰
労
金
を

受
給
す
る
た
め
に
は
、
申
請
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

・ 

こ
の
事
業
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
に
は
、
10
月
下
旬
に
手

続
き
に
必
要
な
書
類
を
郵
送
し

ま
す
。

・ 

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

方
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、

ほ
ぼ
全
面
的
な
介
護
が
必
要
な

方
を
介
護
し
て
い
る
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限
／
11
月
６
日
（
金
）

■
提
出
先
／
高
齢
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

■
問
合
先
／
高
齢
福
祉
課
（
☎

10
月
納
期
の
税
・
保
険
料

納
期
限
／
11
月
２
日（
月
）

市
県
民
税�

３
期

国
民
健
康
保
険
税�

４
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

４
期

介
護
保
険
料�

４
期

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

０
２
９
６-

73-

４
５
１
１
直
通
）

お
知
ら
せ

10
月
は
土
地
月
間
で
す
！

～
土
地
取
引
の
後
に
は
届
出
を
～

　

10
月
は
、
土
地
に
関
す
る
様
々

な
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
「
土
地

月
間
」
で
す
。

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
き
、
権
利
取
得
者
（
譲
受

人
）
は
、
企
画
課
に
届
出
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
届
出
の
必
要
な
面
積
／
市
街
化

区
域
２
千
㎡
以
上
、
市
街
化
調
整

区
域
５
千
㎡
以
上

■
届
出
の
必
要
な
取
引
／
売
買
、

交
換
、
共
有
物
持
分
の
譲
渡
、
一

時
金
を
伴
う
地
上
権
、
賃
借
権
の

譲
渡
ま
た
は
設
定
な
ど

■
届
出
期
限
／
契
約
締
結
日
か
ら

２
週
間
以
内

■
問
合
先
／
企
画
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

下
館
・
結
城
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
す
る

公
聴
会
開
催

　

茨
城
県
で
は
、
都
市
の
将
来
像

を
示
す
「
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
作
成
に
あ
た

り
、
住
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時
／
11
月
２
日
（
月
）
14
時

30
分
～

■
場
所
／
下
館
武
道
館
３
階 

会

議
室
Ｄ
（
筑
西
市
下
中
山
７
３
２

番
地
１
）

■
申
出
方
法
／
意
見
を
述
べ
る
こ

と
を
希
望
す
る
方
は
、
公
述
申
出

期
間
内
に
公
述
申
出
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
※
公
述
申
出
書

の
様
式
は
閲
覧
場
所
に
あ
り
ま

す
。）

■
公
述
申
出
期
間
／
10
月
15
日

（
木
）
～
26
日
（
月
）
※
閉
庁
日

を
除
く

■
提
出
先
／
茨
城
県
知
事 

橋
本

昌
（
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都
市

計
画
課
扱
い
）
あ
て
（
〒
３
１
０-

８
５
５
５ 

水
戸
市
笠
原
町

９
７
８-

６
）

■
問
合
せ
・
原
案
の
閲
覧
場
所

／
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都
市

計
画
課
（
☎
０
２
９-

３
０
１

-

４
５
９
２
直
通
）、
桜
川
市 

都

市
整
備
課
（
大
和
庁
舎 

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

「
違
反
建
築
防
止
週
間
」

�

10
月
15
日（
木
）～
21
日（
水
）

　

茨
城
県
で
は
、
こ
の
期
間
中
、

全
国
一
斉
の
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
建
築
基
準
法
令
違
反
の
建
築
物

の
是
正
お
よ
び
そ
の
発
生
を
予
防

す
る
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

　

建
築
な
ど
に
関
す
る
確
認
の
申

請
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
な
い
違
反

建
築
物
は
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ

ず
建
築
物
の
使
用
者
な
ど
に
危
険

が
生
じ
る
場
合
や
、
環
境
・
防
災

の
面
な
ど
地
域
社
会
に
対
し
、
悪

い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

建
築
物
を
建
築
す
る
場
合
は
、

必
要
な
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先
／
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー

建
築
指
導
課
（
☎
０
２
９
６-

24-

９
１
４
９
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

登
記
相
談
の
事
前
予
約
サ
ー

ビ
ス
開
始

　

水
戸
地
方
法
務
局
で
は
、
登
記

に
関
す
る
相
談
を
事
前
予
約
に
よ

り
受
付
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
相
談
時
間
／
１
人
20
分
程
度

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
水
戸
地

方
法
務
局
筑
西
出
張
所
（
☎

０
２
９
６-

22-

３
４
９
５
）

イ
ベ
ン
ト

「
農の

ん
き
さ
い

輝
祭
」
開
催
！

　

女
性
農
業
士
会
に
よ
る
農
業
体

験
と
し
て
、
さ
つ
ま
い
も
掘
り
や

ジ
ャ
ム
作
り（
梨
ま
た
は
イ
チ
ゴ
）

が
で
き
る
ほ
か
、
地
域
の
４
Ｈ
ク

ラ
ブ
（
青
年
農
業
者
の
会
）
が
屋

台
を
出
店
し
ま
す
。
そ
の
他
に

も
、
ト
ラ
ク
タ
ー
展
示
や
地
元
野

菜
た
っ
ぷ
り
け
ん
ち
ん
汁
の
無
料

配
布
、
新
米
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。（
※
さ
つ
ま

い
も
掘
り
・
ジ
ャ
ム
作
り
は
、
事

前
申
込
み
が
必
要
で
す
。）

■
日
時
／
10
月
12
日
（
月
・
祝
）

10
時
～
15
時

■
場
所
／
「
き
ら
い
ち
」
筑
西
店

前
（
筑
西
市
西
方
８
３
８-

１
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
県
西
農
林

事
務
所 

経
営
・
普
及
部
門
（
☎

０
２
９
６-

24-

９
２
０
６
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

「
茨
城
県
畜
産
セ
ン
タ
ー
公

開
デ
ー
」
開
催
！

　
「
畜
産
」
へ
の
関
心
や
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
研
究
成

果
紹
介
、
畜
産
ミ
ニ
講
座
、
ふ
れ

あ
い
牧
場
、
バ
タ
ー
づ
く
り
な
ど

の
各
種
体
験
や
、
農
畜
産
物
の
試

食
・
販
売
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
31
日
（
土
）
10
時

～
15
時

■
会
場
／
茨
城
県
畜
産
セ
ン
タ
ー

（
石
岡
市
根
小
屋
１
２
３
４
）

■
入
場
／
無
料

■
問
合
先
／
茨
城
県
畜
産
セ
ン

タ
ー
企
画
情
報
室
（
☎
０
２
９
９

-

43-

３
３
３
３
）



Health guide健康ガイド

月分

《問合先》健康推進課
 ☎ 0296 －75 －3159（直通）
 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

介護のご相談は

居宅介護支援事業所

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071

入所・短期入所・
通所リハビリテーション

介護老人保健施設

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071
URL:http://www.douaikai.or.jp

内科・外科・消化器内科・
循環器科・呼吸器科・耳鼻咽喉科

延島クリニック延島クリニック
☎0296-58-5058

桜川市真壁町桜井765-2

～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所
歯科　小児歯科 インプラント

（自由診療 １歯 20 万円～）
床　矯　正

（自由診療 ９万円～）

桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296－76－3700http://www.yanagida-dc.com

■診療時間／午前9：00～ 12：30 
　　　　　　午後2：30～　7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料 19,800 円～）

さくらがわ　2015.10.1 10さくらがわ　2015.10.111

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
26
年
11
月
生

・
日
程
／
11
月
17
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・
対
象
／
Ｈ
25
年
８
月
～
９
月
生

・
日
程
／
11
月
６
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
バ

ス
タ
オ
ル

■
３
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
24
年
８
月
～
９
月
生

・
日
程
／
11
月
５
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
バ

ス
タ
オ
ル
、
尿
容
器
（
採
尿
し

た
も
の
）

真
壁
地
区
の
方

■
４
～
７
か
月
児
育
児
相
談

・
対
象
／
Ｈ
27
年
４
月
～
６
月
生

・
日
程
／
11
月
11
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
２
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
25
年
７
月
～
９
月
生

・
日
程
／
11
月
19
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
バ

ス
タ
オ
ル
、

総
合
健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

・ 

日
程
／
11
月
10
日
（
火
）・
25

日
（
水
）

・ 

会
場
／
健
康
推
進
課
（
岩
瀬
庁

舎
）
ま
た
は
真
壁
保
健
セ
ン

タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

心
の
健
康

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
日
程
／
11
月
19
日
（
木
）

・
開
催
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

内
容
／
精
神
科
医
師
が
担
当
し
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

休
日
当
番
医
療
機
関

�

診
療
時
間（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

11
月
１
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
上
の
原
病
院

・ 

住
所
／
上
野
原
地
新
田
１
５
９

-
２

・ 
連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-
３
１
３
０
（
休
日
専
用
）

11
月
３
日
（
火
）

・
医
療
機
関
名
／
大
塚
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
９
０
０

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
５
１
２

11
月
８
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
平
島
医
院

・
住
所
／
岩
瀬
１
９
８

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-
２
５
１
０

11
月
15
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
田
崎
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
田
２
６
８

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

２
５
１
１

11
月
22
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
山
王
病
院

・
住
所
／
岩
瀬
42

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

０
６
０
０

11
月
23
日
（
月
）

・
医
療
機
関
名
／
阿
部
田
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
２
３-

１

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
３
０
５

11
月
29
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
鏑
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
加
茂
部
４-

１

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

76-

３
１
３
１

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合

は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

11

き
ら
き
ら
健
康
講
座

■
本
当
は
怖
い
！
高
血
圧

～
高
血
圧
症
患
者
は
、
30
歳
以
上

の
男
女
で
40
％
以
上
に
も
の
ぼ
り

ま
す
。
今
か
ら
高
血
圧
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
～

・ 

日
時
／
11
月
25
日
（
水
）�

13
時

30
分
～
15
時

・
場
所
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

講
師
／
内
科
宮
本
医
院�

宮み
や

本も
と�

昭あ
き

彦ひ
こ�

先
生

・
定
員
／
50
名

■
も
っ
と
よ
く
知
る
認
知
症

～
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
予

防
の
大
切
さ　

脳
の
血
流
の
活
性

化
～

・ 

日
時
／
12
月
９
日
（
水
）�

13
時

30
分
～
15
時

・
場
所
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

講
師
／
阿
部
田
医
院�

阿あ

部べ

田た�

聡さ
と
し

先
生

・
定
員
／
50
名

【
共
通
事
項
】

■
申
込
期
限
／
両
講
座
と
も
開
催

日
前
日
ま
で
（
先
着
順
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康

推
進
課
（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
９
直
通
）

平
成
27
年
度
真
壁
医
師
会

桜
川
支
部
循
環
器
フ
ォ
ー
ラ
ム

～
心
筋
梗
塞
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

 

心
筋
梗
塞
で
死
な
な
い
た
め
に
～

・ 

日
時
／
11
月
８
日
（
日
）�

13
時

～
15
時

・ 

場
所
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
シ
ト
ラ
ス
）

・ 

講
師
／
筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
病
院�

循
環
器
内
科�

診
療

科
長�

仁に

科し
な�

秀ひ
で

嵩た
か

先
生

・ 

定
員
／
３
０
０
名
（
予
約
不
要
）

・ 

問
合
先
／
真
壁
医
師
会
（
☎

０
２
９
６-

24-

８
７
８
８
）・

桜
川
市
健
康
推
進
課
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
５
９
直
通
）

　

茨
城
県
で
は
、
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
く
こ

と
）
の
推
進
を
図
る
た
め
、
安
全

性
に
配
慮
さ
れ
た
道
お
よ
び
ト
イ

レ
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
備

え
た
道
を
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
と
指
定

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
茨
城
県
内
に
は
２
８
９

の
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
桜
川
市
で
は
、
上
野
沼

散
策
コ
ー
ス
を
は
じ
め
、
り
ん
り

ん
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
、ま
か
べ
歴
史
、

街
並
み
散
策
コ
ー
ス
な
ど
の
ヘ
ル

ス
ロ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
る
コ
ツ

は
、
歩
き
や
す
い
靴
を
は
き
、
外

へ
一
歩
ふ
み
だ
す
こ
と
で
す
。

　

歩
く
仲
間
が
欲
し
い
人
は
、
親

し
い
人
を
誘
っ
て
出
か
け
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
ひ
と
り

で
歩
く
と
、
好
き
な
時
間
に
出
か

け
、
好
き
な
だ
け
歩
い
て
帰
っ
て

こ
ら
れ
る
と
い
う
良
い
点
も
あ
り

ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
と
、
ち
ょ
っ

と
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
な
と
い
う
人

は
、
散
歩
で
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　

散
歩
す
る
こ
と
も
風
景
を
見
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と
で
、
記

憶
力
や
集
中
力
が
高
ま
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。景
色
に
目
を
や
り
、

日
照
時
間
や
気
温
の
変
化
、
草
木

の
色
で
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る

こ
と
も
良
い
で
し
ょ
う
。

歩
く
こ
と
を

�

楽
し
も
う

～
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
を
歩
い
て
み
よ

う
～

　

歩
く
こ
と
は
、
人
間
が
最
初
に

身
に
つ
け
る
運
動
で
す
。

　

歩
く
こ
と
が
体
に
良
い
と
さ
れ

る
理
由
と
し
て
、
腰
か
ら
下
に
は

大
き
な
血
管
や
筋
肉
が
あ
る
た
め

筋
肉
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
全

身
の
血
の
め
ぐ
り
が
よ
く
な
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
の
詳
細
な
説
明

や
地
図
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

・�

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
→
（
検
索
）
→
い

ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド

＜上野沼駐車場に設置された案内板＞

＜上野沼を周回する遊歩道＞
※一部車両が通行する箇所があります。



お一人様5,340円回り放題（昼食なし）

 2 （金）・ 5 （月）・ 9 （金）・13（火）・16（金）・
19（月）・23（金）・26（月）・30（金）

10月のセルフデー

下館ゴルフ倶楽部
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティ

担当  古宇田・飯村・中島
TEL.0296（20）1111

10/12（祝月） 開場19周年記念杯　セルフ　13,350円
10/28（ 水 ） 秋 の 味覚杯 　セルフ　10,260円
11/ 5 （ 木 ） 秋のぺリア杯　セルフ　10,260円
11/27（ 金 ） 茨城新聞社杯　セルフ　11,290円

10月 3 日（土）筑波チャレンジカップ
10月12日（祝月）月刊パークゴルフ新聞杯
10月18日（日）月例オープン大会
10月31日（土）隠しホール大会
11月 7 日（土）筑波チャレンジカップ
11月15日（日）月例オープン大会

下館パークゴルフ場
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティ TEL.0296（22）4189

担当  福澤・榎戸・鈴木

就職氷河期に、

求人が20倍！歯科衛生士

学校見学・受験相談は、ご希望に
合わせて実施します。

体験入学

10/31土 11/28土 12/26土

つくば歯科衛生専門学校
筑西市茂田 ザ･ヒロサワ･シティTEL.0296（23）1220

担当  横倉・柿沼

高
齢
者
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
受
章
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
方
を

紹
介
し
ま
す
。

～ 

高
齢
者
叙
勲 

～

叙
勲
の
受
章

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
瑞ず

い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

　
君き

み
じ
ま島 

德と
く
ぞ
う藏 

さ
ん

　
　
元 

大
和
村
立
雨
引
小
学
校
校
長

　（
88
歳
・
真
壁
町
桜
井
地
区
）

　

君
島
さ
ん
は
、
昭
和
21
年
６
月

30
日
に
大
国
青
年
学
校
指
導
員
と

な
り
、
32
年
１
月
に
明
野
町
立
長

讃
中
学
校
教
諭
、
47
年
に
は
茨
城

国
体
の
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
推

進
講
師
と
し
て
活
躍
。
そ
の
後
、

60
年
４
月
に
大
和
村
立
雨
引
小
学

校
校
長
に
就
任
し
、
63
年
３
月
に

退
職
さ
れ
る
ま
で
、
約
42
年
に
わ

た
り
教
育
の
発
展
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
誠
に
身
に
余
る
光

栄
と
存
じ
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
偏
ひ
と
え
に
、
長
い
間
の
皆
様
方

の
心
温
か
い
ご
指
導
と
ご
支
援

の
賜

た
ま
も
のと

心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
、
一
層
健
康
に

留
意
し
て
、
生
甲
斐
の
あ
る
生
活

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
受

章
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

■�

問
合
先
／
企
画
課�

病
院
整
備
推
進
室
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

地
域
医
療 

情
報

病
院
整
備
基
本
構
想
が

確
定

　

第
4
回
筑
西
・
桜
川
地
域
公
立

病
院
等
再
編
整
備
推
進
協
議
会

が
、
８
月
26
日
に
筑
西
合
同
庁
舎

で
開
催
さ
れ
、
新
中
核
病
院
・
桜

川
市
立
病
院
整
備
基
本
構
想
と

「
基
本
計
画
」
推
進
体
制
に
つ
い

て
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
中
核
病
院
・
桜
川
市
立
病
院

整
備
基
本
構
想

　

基
本
構
想
（
案
）
に
つ
い
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
提
出
さ

れ
た
意
見
と
、
意
見
に
対
す
る
再

編
整
備
協
議
会
の
考
え
方
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
、
基
本
構
想
が

確
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

桜
川
市
と
筑
西
市
の
両
市
で
、

実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

は
、
44
人
の
方
か
ら
１
３
７
件
の

意
見
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
実

施
結
果
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本

紙
お
し
ら
せ
版
９
月
15
日
号
で
概

要
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
細

情
報
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

新
中
核
病
院
・
桜
川
市
立
病
院

再
編
整
備
基
本
計
画
推
進
体
制

　

桜
川
市
・
筑
西
市
と
も
に
、
平

成
27
年
11
月
末
ま
で
に
計
画
策
定

を
完
了
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
短
期
間
の
作
業
の
た
め
、

下
部
組
織
と
し
て
、「
再
編
整
備

建
設
委
員
会
」
と
「
再
編
作
業
部

会
」
を
設
置
し
、
さ
ら
に
、
そ
の

下
に
「
新
中
核
病
院
／
個
別
作
業

部
会
」
と
「
桜
川
市
立
病
院
／
個

別
作
業
部
会
」
を
置
き
、
計
画
案

の
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
基
本
計
画
」
策
定
の

中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
る
べ
き
新
中

核
病
院
の
理
事
長
お
よ
び
院
長
に

つ
い
て
、
筑
波
大
学
附
属
病
院
と

自
治
医
科
大
学
を
中
心
に
人
選
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

次
回
の
第
5
回
推
進
協
議
会

は
、
10
月
末
か
ら
11
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

12さくらがわ　2015.10.1



誠
実
に
、
忠
実
に
。

あ
な
た
の
側
で
、

そ
ば

歴

No.62
教育委員会生涯学習課
伝承館グループ
（�☎0296-23-8521）

史
資
料
館
だ
よ
り

戦
後
七
十
年
を
考
え
る

　

真
壁
伝
承
館
歴
史
資
料
館
で

は
、
第
７
回
企
画
展
と
し
て
、「
戦

い
の
カ
タ
チ
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
企
画
展
は
、
今
年
が
第
二

次
世
界
大
戦
の
終
戦
か
ら
70
年
に

な
る
こ
と
を
受
け
て
企
画
し
た
も

の
で
、
資
料
館
の
収
蔵
品
や
市
内

外
の
方
々
か
ら
お
借
り
し
た
、
戦

争
・
戦
い
に
関
わ
る
品
々
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
中

か
ら
い
く
つ
か
代
表
的
な
も
の
を

紹
介
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

一
つ
目
は
、
焼

し
ょ
う

夷い

弾だ
ん

で
す
。
戦

時
中
、
日
本
は
幾
度
と
な
く
空
襲

を
受
け
ま
し
た
。
展
示
し
て
い
る

も
の
は
、
米
軍
の
Ｂ
29
爆
撃
機
か

ら
投
下
さ
れ
た
Ｍ
69
焼
夷
弾
で
、

木
と
紙
で
で
き
た
日
本
家
屋
が
炎

上
し
や
す
い
よ
う
、
グ
リ
セ
リ
ン

な
ど
を
ガ
ソ
リ
ン
と
混
ぜ
て
粘
着

性
の
あ
る
油
脂
に
し
、
鉄
製
の
缶

に
つ
め
た
も
の
で
す
。
東
京
都
豊

島
区
の
巣
鴨
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

実
物
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
飛
行
機
の
プ
ロ
ペ

ラ
で
す
。
こ
れ
は
紫
尾
小
学
校
に

長
く
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す

が
、
な
ぜ
小
学
校
に
あ
っ
た
の
か

は
不
明
で
す
（
も
し
ご
存
知
の
方

が
い
れ
ば
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ

い
！
）。
最
初
は
ど
う
い
う
飛
行

機
の
プ
ロ
ペ
ラ
な
の
か
も
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
刻
ま
れ
て
い

B29 爆撃機から
投下されたM69
焼夷弾

た
型
番
な
ど
を
手
が
か
り
に
調
べ

て
み
る
と
、
旧
日
本
軍
の
一い

ち
さ
ん
し
き

三
式

艦か
ん

上
じ
ょ
う

攻こ
う

撃げ
き

機き

と
い
う
飛
行
機
の

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
の
一
三
式
艦
上
攻
撃
機
は

宮み
や
ざ
き崎

駿
は
や
お

監
督
の
映
画
「
風
立
ち

ぬ
」
に
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
戦
闘
機
の
増ぞ

う
そ
う槽

で

す
。
増
槽
と
は
追
加
燃
料
タ
ン
ク

の
こ
と
で
、
機
体
の
下
や
翼
下
に

取
り
付
け
ら
れ
、
長
時
間
の
飛
行

を
助
け
る
装
備
で
す
。
敵
と
出
会

っ
た
時
に
空
中
で
切
り
離
し
て
投

棄
す
る
も
の
で
し
た
。
展
示
し
て

い
る
資
料
は
、
旧
日
本
軍
の
戦
闘

機
、
紫し

電で
ん

に
搭
載
さ
れ
て
い
た
も

の
で
す
（
先
の
プ
ロ
ペ
ラ
と
は
ま

っ
た
く
別
の
機
体
で
す
）。
昭
和

20
年
６
月
23
日
、
米
軍
機
を
迎
撃

す
る
た
め
に
筑
波
海
軍
航
空
隊

（
笠
間
市
）
か
ら
出
撃
し
た
紫
電

の
部
隊
は
筑
波
山
上
空
付
近
で
戦

闘
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
撃

墜
さ
れ
た
内
の
１
機
が
真
壁
町
羽

鳥
の
山
中
に
墜
落
。
そ
の
後
、
付

近
の
方
々
の
捜
索
に
よ
り
遺
体
が

見
つ
か
り
、
遺
品
か
ら
乗
っ
て
い

た
の
は
桑く

わ
ば
ら原

安や
す

夫お

さ
ん
と
分
か
り

ま
し
た
。
増
槽
も
こ
の
時
の
戦
闘

の
も
の
と
思
わ
れ
、
捜
索
に
加
わ

っ
て
い
た
真
壁
町
東
山
田
の
鈴す

ず
 
き木

家
で
70
年
間
保
管
さ
れ
て
い
た
も

の
を
お
借
り
し
て
来
ま
し
た
。

　

今
年
は
戦
後
70
年
、
と
い
う
こ

と
で
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
も

関
連
す
る
番
組
や
報
道
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
安
全
保
障
に
関
す
る

話
題
な
ど
も
多
数
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
戦
争
に
関
す
る
こ
と
を

考
え
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た

中
で
、今
回
紹
介
し
た
よ
う
な
品
々

は
、
戦
争
の
記
憶
を
今
に
伝
え
る

貴
重
な
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
間

近
で
見
て
、
感
じ
る
こ
と
の
出
来

る
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
資
料
館

で
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

一三式艦上攻撃機のプロペラ（木製）

増槽（側面には桑原さんを
悼んだ詩が書かれている。）
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弁護士法人 萩原総合法律事務所弁護士法人 萩原総合法律事務所 ☎0296-48-8875
筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二

検索萩原総合

日　時：10月25日（日） 9：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所
予約制となります。どなたでも無料でご相談いただけます。
初回相談の方を優先させていただきます。

下館駅　南口
至新治至玉戸

● ホテル新東

1F BIGFACE

ひらり ●

入口

●
パチンコ
グランド麗都

●バス停
　下館駅南口

P

SATOHビル ２階

無料法律相談会開催のお知らせ無料法律相談会開催のお知らせ

児童図書
栄養素キャラクター図鑑	 田中明・蒲池桂子	監修／いとうみつる	絵
カエルと王かん	 なかじまゆうき	作／山田真奈未	絵
うれしいやくそく	 くすのきしげのり	作／いしいつとむ	絵
ニッポンのおもてなし第③巻見る・楽しむ	 小笠原敬承斎	監修
わくわく資格ブック①仕事への道が広がる資格	 教育画劇	編

一般図書
過ぎ去りし王国の城	 宮部みゆき	著
桜の下で待っている	 彩瀬まる	著
魚の棲む城〈上〉	 平岩弓枝	著
マンガでわかる仏像	 三宅久雄	監修
楽々なすレシピ	 汲玉	著

貸
出
期
間	

▼	

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間	

▼	

９
時
〜
17
時

休
館
日	

▼	

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先	

▼	

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

【今月のお薦め本】

スクラップ・アンド・ビルド
羽田圭介	著

貸
出
期
間	

▼	

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間	

▼	

９
時
〜
17
時

休
館
日	

▼	

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先	

▼	

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

児童図書
つんつくせんせいと　つんくまえんのくま	 たかどのほうこ	作／絵
日本昔ばなし　仙人のおしえ	 小澤俊夫	再話／金井田英津子	絵
大笑い！東海道は日本晴れ！！	巻の一　さらば、花のお江戸	 横田順彌	作／ひこねのりお	絵
大笑い！東海道は日本晴れ！！	巻の二　はてしなき珍道中	 清水義範	作／ひこねのりお	絵
大笑い！東海道は日本晴れ！！	巻の三　いざ、京都・大阪へ	 小佐田定雄	作／ひこねのりお	絵

一般図書

朝が来る	 辻村深月	著
一〇三歳になってわかったこと　人生は一人でも面白い	 篠田桃紅	著
老後破産　長寿という悪夢	 NHKスペシャル取材班	著
あの家に暮らす四人の女	 三浦しをん	著
天空の蜂　新装版	 東野圭吾	著

【今月のお薦め本】児童図書
社会でかつやくするイヌたち　介助犬	 こどもくらぶ	編／著
葉実木のかたちで調べる　樹木の名前大事典	 近田文弘	著
今昔物語集	 令丈ヒロ子	著
お月さまってどんなあじ？	 マイケル・グレイニエツ	絵と文／いずみちほこ	訳
にっぽんのおにぎり	 白央篤司	著

一般図書
乙女の読書道	 池澤春菜	著
慈悲深き神の食卓　イスラムを「食」からみる	 八木久美子	著
２１世紀の資本	 トマ・ピケティ著／山形浩生	他訳	
歌丸　極上人生	 桂歌丸	著
歌おう、感電するほどの喜びを！	 レイ・ブラッドベリ	著／伊藤典夫	他訳

貸
出
期
間	

▼	

２
週
間（
資
料
合
計:

１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間	

▼	

平
日
10
時
〜
18
時
、土
・
日
曜
日
９
時
〜
17
時

休
館
日	

▼	

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先	

▼	

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

真壁伝承館 真壁図書館

大和中央公民館

岩瀬中央公民館

BOOK REVIEW

【今月のお薦め本】

はじまりのはな
マイケル・Ｊ・ローゼン	文

ハロウィーンって	なぁに？
クリステル・デモワノー	作／

中島さおり	訳
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茨城県高圧ガス保安協会 岩瀬部会（笠間支部）
☎０２９６-７２-５０８４（LPG保安センター内）

● 点火・消火は必ず目で確かめて下さい。
● ガスを使う場合は換気に注意しましょう。
● 使用していないガス栓には、閉栓カバーを取付けましょう。
● 長期使用製品安全点検制度をご存知ですか？
　 → 販売店にお尋ね下さい。
● お願い！ 工事など行う場合は
　 販売店へ一声お願いします。

ＬＰガス販売店は
あなたのところに
安全・安心届け隊
活動実施中です。

『ぼんべー』君『ぼんべー』君

ＬＰガスを正しく使って、いつも安心（10月は消費者保安月間です）

　
俳
　
句

【
大
和
俳
句
会
】

あ
じ
さ
い
の
盛
る
庭
先
雨
を
呼
ぶ�

田
中
　
は
つ
い

嫁
ぎ
来
て
貧
農
さ
さ
い
今
年
米�
安
達
　
幸
子

穂
孕
み
の
稲
は
豊
か
に
水
の
音�

岩
渕
　
の
ぶ
子

枝
豆
や
さ
さ
に
小
金
の
如
き
か
な�

鈴
木
　
登
美
子

台
風
や
な
ん
な
く
す
ぎ
て
青
い
空�

代
田
　
と
し

　
短
　
歌

【
花
の
室
　
木
崎
集
】

か
は
た
れ
の
　
長
き
廊
下
に
す
れ
違
ふ
あ
な
た
は
ほ

ん
と
は
隠
れ
て
い
た
の�

塚
田
　
沙
玲

輝
き
は
迷
わ
ず
挑
む
人
に
あ
り
力
出
し
き
る
汗
や
涙

に�

石
浜
　
今
日
子

雲
走
る
　
台
風
上
陸
予
感
さ
せ
防
災
グ
ッ
ズ
は
枕
辺

か
こ
む�

大
久
保
　
ま
さ
子

雨
雲
よ
り
陽
の
射
す
東
に
虹
の
た
ち
少
年
の
日
の
湧

き
く
る
ひ
と
と
き�

高
昌

ほ
の
暗
き
茶
室
を
飾
る
仙
人
草
花
び
ら
あ
ま
た
灯
影

に
ゆ
れ
て�

塩
谷
　
明
子

つ
ぎ
つ
ぎ
と
庭
草
生
え
て
切
り
も
な
し
も
う
止や

め
な

よ
と
蜩
が
鳴
く�

鈴
木
　
と
み

せ
ん
だ
ん
の
梢
の
実
よ
り
落
ち
く
る
葉
風
も
な
い
の

に
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
う�

塚
本
　
幸
子

ふ
わ
ふ
わ
の
銀
色
毛
布
を
身
に
纏
い
ク
ィ
ー
ン
の
よ

う
に
猫
歩
み
く
る�

西
岡
　
和
子

ぎ
り
ぎ
り
で
生
き
き
し
父
母
の
こ
の
土
に
生
き
生
き

て
ゆ
く
老
い
ゐ
て
も
な
ほ�

野
村
　
幸
男

紅
葉
狩
り
　
木
も
れ
日
の
な
か
華
や
か
に
す
き
と
お

る
色
心
ゆ
さ
ぶ
る�

山
田
　
洋
子

竹
か
ご
に
こ
ぼ
れ
る
ば
か
り
ベ
リ
ー
摘
む
朝
の
陽
か

が
や
き
筑
波
山
峯
染
め
る�

奥
田
　
豊
子

同
じ
こ
と
く
り
返
し
言
う
友
の
部
屋
　
秋
の
陽
ざ
し

の
ぬ
く
も
り
満
ち
る�

間
々
田
　
久
子

食
卓
を
そ
っ
と
の
ぞ
き
し
満
月
は
箸
を
休
ま
せ
視
線

を
集
め
る�

田
村
　
敦
子

ぱ
た
ぱ
た
と
団
扇
あ
お
い
で
さ
ん
ま
焼
く
縁
側
に
待

つ
幼
が
頬
ば
る
（
五
十
年
前
）�

田
村
　
ひ
ろ
み

【
岩
瀬
萩
歌
会
】

「
樽
酒
あ
り
」
名
残
り
の
看
板
今
に
立
つ
一び

ん
升
瓶
を

提
げ
た
る
村
人
思
ほ
ゆ�

大
関
　
節
子

あ
た
た
か
き
会
話
が
欲
し
と
出
で
し
野
に
呼
び
交
ふ

小
鳥
の
囀
り
羨
し�

安
達
　
悦
子

丹
精
を
込
め
て
育
て
し
ア
サ
ガ
オ
は
今
朝
満
開
も
束

の
間
に
果
つ�

安
達
　
す
み
子

夕
月
に
明
日
の
幸
せ
祈
り
つ
ゝ
残
る
命
を
ひ
と
り
慰

む�

角
田
　
玉
枝

疎
開
し
て
ペ
ン
・
算
盤
を
鍬
に
替
へ
瑞
穂
の
国
の
農

に
励
め
り�

坪
井
　
ゆ
き
子

残
す
陽
を
惜
し
み
て
き
そ
ひ
咲
い
て
ゐ
る
終
り
わ
づ

か
の
朝
顔
の
花�

長
谷
川
　
玲
子

充
分
に
孝
行
つ
く
し
呉
れ
し
し
と
向
ひ
て
は
言
へ
ず

電
話
に
て
娘
に�

石
川
　
喜
代

【
一
般
投
稿
】

夏
の
ひ
を
あ
び
て
色
ず
く
百
日
紅
色
と
り
〴
〵
に
今

を
生
き
ゆ
く�

鈴
木
　
省
一

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

護
岸
工
事
で
整
備
が
さ
れ
て
ホ
タ
ル
飛
ば
ず
の
男
女

川�

み
な
の
川
　
遊

富
谷
観
音
秋
風
吹
い
て
遠
く
聞
こ
え
る
祭
笛

�

岩
瀬
　
絵
都
女

祭
り
太
鼓
を
遠
く
に
聞
い
て
寝
て
も
寝
つ
け
ぬ
秋
の

夜�

つ
く
志
　
輝
美

長
い
一
日
仕
事
も
終
え
て
ジ
ョ
ッ
キ
片
手
に
語
る
月

�

一
木
　
み
ど
り

う
ち
の
お
多
福
隣
の
お
か
め
丸
く
な
っ
た
り
尖
っ
た

り�

い
な
ば
な
い

市
制
十
年
手
と
手
を
繋つ

な

ぎ
願
う
発
展
桜
川

�

田
　
哲
人

15 さくらがわ　2015.10.1



この広報紙は､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています

� 住民基本台帳　9月１日現在

【 男 】　　21,991�人� （ー 23）
【 女 】　　22,510�人� （ー 15）
【 計 】　　44,501�人� （ー 38）
【世帯】　　15,253�世帯�（＋ 10）
� （　　）は対前月増減

　8月 29日、桜川市総合運動公園をメーン会場に、茨
城県・桜川市総合防災訓練が実施され、地域住民の方
を含む約 3,000 人が参加し、本番さながらに訓練が行
われました。
　この訓練は、茨城県が県内各市町村と共同で毎年開催
しているもので、今回は、桜川市で大規模土砂災害を想
定した訓練を実施。108の関係団体の協力のもと、災害
時の相互協力体制の強化と防災意識向上を図りました。

【 表　紙 】

広
報

さ
く

ら
が

わ
N

o
.2

4
1
 1

0
月

1
日

発
行

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
http://w

w
w

.city.sakuragaw
a.lg.jp

E メ
ー

ル
：

 info@
city.sakuragaw

a.lg.jp
TEL：

0296-58-5111（
代

表
）

FAX：
0296-58-5115

〒
309-1293 茨

城
県

桜
川

市
羽

田
1023 番

地
発

行
：

桜
川

市
／

月
２

回
（

１
日

／
 15 日

）　
編

集
：

市
長

公
室

秘
書

広
報

課

人 口 と 世 帯

　

今
月
は
、
ゆ
き
ぐ
み
さ

ん
に
と
っ
て
園
生
活
最
後

と
な
る
幼
保
合
同
運
動
会

が
あ
り
ま
す
。
組
体
操
や

親
子
競
争
な
ど
、
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
す
ば
や
く
行

動
で
き
る
こ
と
を
目
標

に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

マ
ー
チ
ン
グ
活
動
で

は
、
楽
し
く
協
力
す
る
こ

と
を
学
び
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
約
束
事
を
守
る
習
慣

も
身
に
付
い
て
、
音
楽
の

素
晴
ら
し
さ
と
感
動
に
出

会
う
子
ど
も
た
ち
で
す
。

運
動
会
に
向
け
て 

～
２
０
１
５
秋

ひなの里幼稚園・保育園
ゆき組

年長さんご紹介

　

こ
の
展
覧
会
は
、
自
然
豊
か
な

大
和
地
区
を
会
場
に
、
地
元
の
皆

様
の
協
力
を
得
な
が
ら
１
９
９
６

年
か
ら
９
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
10
回
展
。
県
道
41
号

線
の
犬
田
交
差
点
か
ら
旧
樺
穂
駅

ま
で
、
７
．５
km
の
り
ん
り
ん
ロ

ー
ド
そ
の
も
の
が
会
場
で
す
。

　

石
、
金
属
、
陶
、
布
な
ど
の
素

材
を
使
っ
た
彫
刻
作
品
40
点
を
ロ

ー
ド
沿
い
に
設
置
し
ま
す
。
秋
か

ら
冬
を
前
に
移
り
ゆ
く
美
し
い
里

山
の
風
景
と
共
に
、
作
品
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

会
期
中
に
は
、
各
作
家
か
ら
制

作
意
図
な
ど
が
聞
け
る
作
品
鑑
賞

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
行
い
ま

す
。

　

来
場
者
の
皆
様
と
の
交
流
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

■
共
催
／
雨
引
の
里
と
彫
刻
実
行

委
員
会
、
桜
川
市
、
同
市
教
育
委

員
会

■
会
期
／
10
月
10
日
（
土
）
～
12

月
20
日
（
日
）、
９
時
～
17
時

■
会
場
／
つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
（
県
道
41
号
線
の
犬
田
交
差
点

か
ら
旧
樺
穂
駅
ま
で
）

■
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト

ラ
ス
」（
桜
川
市
羽
田
９
８
９-

１
）

■
作
品
鑑
賞
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

（
要
予
約
）

◇
期
日

①�

10
月
24
日
（
土
）
雨
天
順
延
25

日
（
日
）

②�

11
月
22
日
（
日
）
雨
天
順
延
23

日
（
月
・
祝
）

※�

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
へ
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

■
問
合
先

・�

生
涯
学
習
課
（
☎
０
２
９
６

-

23-

８
５
２
１
）

・�

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
８
０-

７
８
１
１-

７
８
３
５
〈
会
期
中
の
み
〉）

掲載写真は 2013 年の作品

A M A B I K I  2 0 1 5
10
月
10
日（
土
）～
12
月
20
日（
日
）

雨
引
の
里
と
彫
刻
２
０
１
５

り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
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